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　第 4 回 理 数 科 教 育 国 際 会 議（4rd International 


























物理，化学，生物の各分室にそれぞれ約 3 ～ 4 名の職
員が配置されている．例えば，物理学分室は，正規常
勤職員 3 名（年齢構成 37，37，28 歳），パートタイマー










回改訂の要点として，初等教育の教科 World Around 
Us（私たちの身の回り）の内容や単元を再編し，第 1









の 9 年生を対象に実施した学力調査（Assessment of 




で，各学年 4 学級（1 学級約 35 名，1 学年約 140 名），
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組 29 名（男子 9 名，女子 20 名），第 2 組 28 名（男子
13 名，女子 15 名），第 3 組 21 名（男子 12 名，女子 9
















　各教員が担当する授業数は，週 6 日当たり 14 ～ 15
コマであり，一部の教員は土曜日の課外活動も指導し
ている．教員研修について，校内での定期的な研修は




















































と生徒用机が横 2 列×縦 4 列の 8 台があり，各机とも横




































　1 日目の午前，9 年生の第 2 組 24 名（男子 11 名，
女子 13 名）を対象に，音に関する授業を行った．昼
休みを挟んで午後，9 年生の第 3 組 21 名（男子 8 名，
図 3　ラオス国立大学附属中等教育学校の理科室の様子
左上：物理室前方，右上：化学室後方，左下；物理室机上の力学滑走台，右下；化学室の教材棚























　9 年生は教科書の第 5 章，単元 22「磁場（Magnetic 

















評価簿上の 1 学級の生徒数は 48 人だが，実際には 2
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　昼食時には，ドン・カムシャング教員養成校の学生
らが，専攻教科毎に多様なラオスの郷土料理を提供す
るブースを出展していて，学会参加者は各ブースを回
り，当校の学生や教員と歓談しながら食事を楽しん
だ．美術科の学生は，リンゴやカボチャなどの表面を
花模様や動物の形に加工した装飾品や花のペーパーク
ラフト等の作品等を料理の飾り付けとして展示してい
た．また，音楽科のブースでは，ラオパイプ（Khaen）
と呼ばれるラオスの民族楽器の演奏を体験することが
できた．
　同会場の最終セッションでは，数学教育に関して，
埼玉大学から 3 件の研究発表が行われた．その後，全
体会場での閉会行事を経て学会は閉会した．
図 6　第 4回理数科教育国際会議における現地での授業に関する発表の様子
左：糸電話による音の実験，右；磁石を切断する実験の説明
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